




要約:共通の調査用紙を作成し、通院中の 229 名の心身症小児について調査した。背景因

子においては、学校ではいじめと友人・教師との人間関係の問題が多く、家庭では両親の

養育態度の問題が多くみられた。患児の行動特徴として、対人関係で緊張しやすく過適応

の傾向がみられた。また学校保健室頻回来室者は医療機関を受診する心身症小児の一部と

重複していた。また一般医療機関を受診した症例の一部に、診断・対応の問題がみられた。


